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1．「日本的オリエンタリズム」
「韓国は反日」「台湾は親日」ということを今の
日本で所与として語る人間があまりにも多く、政
治家や財界人だけでなく、研究者にまで散見され
ることに違和感をおぼえ、それをどうしても指摘
しておかなければと思う。
たとえば後述するように私がゲストスピーカー
として教壇に上がる直前の五月一九日に、谷川弥
一氏（自民党衆議院議員）が次のようなことを報
道陣の前で語り、批判を受けた。それは佐賀県が
整備新幹線の負担に関して政府の方針と齟齬があ
ることにより、交渉が難航していることに触れ
「まるで韓国か北朝鮮と話しているようだ」とい
う趣旨の発言だった（朝日新聞二〇一九年五月二
〇日）。そして同日の読売新聞には「日韓のよう
な関係ではなく、日台のような関係であってほし
い」とも発言していると報道された。
整備新幹線の佐賀ルートに関しては、私は専門
外であり、その意味では佐賀県と谷川氏との間の
確執はまったく知らないといっていい。しかし、
上記の国名を見て背筋が寒くなったこと、そして
「対韓国」の問題が提起されても、彼の台湾への
言及をきちんと批判した新聞記事なり知識人の反
応なりを見ることができなかったことは指摘すべ
きだろう。
当たり前のことだが、韓国が全面的に「反日」
でスクラムを組んでいるというのも幻想に過ぎな
い。韓国ほど日本語教育が進んでいる国はほかに
なく、反日感情のみで韓国を見るのは間違ってい
る。また台湾が親日的であるというのも間違って
いるし、失礼な話だ。おそらく谷川氏は「韓国と
はつきあいにくい」が、「台湾は友好的だ」と考
えているのだろう。
よく考えると、上記の国家はすべて大日本帝国
が外地として領有した場所であり、敗戦前の大日
本帝国では、台湾も朝鮮半島も「善導」すべき対
象であった。だから、たとえば日本は朝鮮に鉄道
を引いてやった、学校を作ってやった、という自
己肯定をしてきた。だが、問題は現在の台湾と韓
国をまなざす視線の方だ。日本は手痛い敗戦によ
りすでに植民地を放棄している。にもかかわら
ず、上記の谷川氏のような発言がいまもなお姿を
消さない。その言葉の裏に「まだ韓国や台湾は日
本が影響力を示すべき場所であり、韓国も台湾も
日本が指導、教育可能である」という考え方がな
ければ、こんな発言はできないものではないか。
結論でもふたたび触れるが、日本はいまなお韓
国や台湾を「影響、指導、教育」を行使する対象
として見ており、その意味では敗戦前の植民地を
見る視線となにも変わっていないことになる。だ
としたら、韓国との交渉や北朝鮮との交渉がうま
くいく道理はない。日本と韓国が最近摩擦を起こ
している理由は、案外とこのような「旧外地への
視線」が最大の障壁として存在しているのではな
いかと私は思う。
ちなみに、仮に韓国に「日本は韓国を侵略した
国だ」という攻撃的な視点があったとして、それ
は日本の「影響、指導、教育」を行使しようとす
る考え方と真っ向から対立しているように見え
る。しかし、平行線をたどる両者の意見の食い違
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いは、実は「日韓」というふたつの相容れない社
会があるということが前提となっているという意
味では、実は同じなのである。政治的あるいは事
務レベルの話し合いの場でも、この平行線をつく
っているという意味ではお互いよく似ており、そ
の意味では両者には類似点こそが目立つと私は考
える。先に触れた谷川氏のいう「日韓」関係は、
日韓の二項対立を維持するという意味ではまった
く差がなく、この二項対立維持の共犯関係にある
のだ。
それに対して「台湾は親日的だ」という谷川氏
に代表される歪んだ物言いはどうだろう。一見す
ると韓国や北朝鮮に対する視線と「正反対」に見
える。しかしこれも「韓国は反日の国だ」という
考え方の裏返しでしかない。そこにあるのは、台
湾の立ち位置を勝手に決めるような考え方－台湾
に対する「影響、指導、教育」的視線から派生し
た考え方の範疇に入る。そこには「対等な日本と
台湾の関係」などというものはハナから想定され
ておらず、やはり旧大日本帝国外地への露骨な支
配的視線でしかない。しかし台湾からは韓国社会
で見られるような激しい反発を確認しづらい。台
湾からの視線も韓国のように二項対立をあおるよ
うな言説はあまり目立ってはいない。だとすれ
ば、日本は一方的に台湾を「影響、指導、教育」
の対象として潜在的かつ無意識的な視線を投げて
いることになる。なぜ台湾はこうも平静を保って
いるのか。本稿末で再び触れるつもりだが、これ
について研究するのも今回の関西学院大学による
留学制度を利用しての台湾留学中の課題でもあ
る。
問題はこのような視線が「善意」すなわち、韓
国も台湾も日本とは違う国家であるということを
かたち上ふまえているつもりになっていること
だ。敗戦前の日本は、意識的に台湾と朝鮮を植民
地としてとらえていた。そこには露骨な差別があ
った。たとえば同じ「帝国臣民」ではあっても、
内地戸籍と朝鮮戸籍、台湾戸籍は別物として存在
していたし、仮に朝鮮人や台湾人で高等文官試験
に合格しても、台湾や朝鮮の総督府に勤めること
が求められ、しかも同僚の日本人官僚とは給与面
で差がつけられていた。たとえば民間企業でもそ
うだが、日本人には外地手当が与えられていたこ
となど、枚挙に暇がないほどだ。
しかし、現代の日本と韓国、台湾との関係は、
すでに見たように日本が上から目線で「影響、指
導、教育」的な立場をとりつつ－ということは敗
戦前の枠組を維持しつつも、表面上は対等な国家
として扱われているため、「内なる差別」はなか
なか認識できない状態にあるということが問題と
なる。簡単にいうと、敗戦前の日本が台湾や朝鮮
を見る視線は意識的であり顕在化しているといえ
るが、敗戦後のそれは無意識的であり潜在的だと
いうことだ。逆にいうと、意識的か無意識的か・
顕在的か潜在的かという差はあれど、日本の旧外
地たる朝鮮や台湾を見る視線は一貫しているとい
っていい。私はここで、このような意識構造－敗
戦前の意識的・顕在的なものと、敗戦後の無意識
的・潜在的なものをひっくるめて「日本的オリエ
ンタリズム」と呼ぶことにしよう。
先に政治家の発言を検討したが、これは別に政
治家などに限らない。たとえば研究者でも次のよ
うなことをいうものがいる。
日本統治時代のパラオ人の対日感情は、他
の日本の旧植民地にしばしば見られる「反日
感情」と比べると、穏やかで親日的と感じら
れることすらある。このことを利用して日本
による植民地的支配を正当化しようとする者
がある一方で、「なぜこのような感情を抱か
れるのか」と腑に落ちない思いをする日本人
は少なくない。（三田牧「想起させる植民地
経験：『島民』と『皇民』をめぐるパラオ人
の語り」、国立民族学博物館研究報告三三巻
一号、81 P、二〇〇八年）
ここでいう「他の日本の旧植民地にしばしば見
られる『反日感情』」とは、おそらく旧外地たる
韓国と北朝鮮を念頭に置いているのではないか。
韓国＝反日という図式はあまりにも軽く、すでに
見た「日本的オリエンタリズム」を無意識に内面
化してしまっているように思える。だとすれば、
彼女に無意識的・潜在的な旧植民地に対する「影
響、指導、教育」的な立場を批判的に議論するこ
とを期待するのはかなり難しいだろう。研究者で
もこの水準なのが問題の根深さを示している。
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一方、日本には在日朝鮮人や、アイヌ人、台湾
人などが多く住んでいる。それらに対する視線
も、おそらく上記のような「影響、指導、教育」
可能だという無意識的・潜在的な構造を持ってい
る。すなわち朝鮮人やアイヌ人、台湾人などを
「日本人未満」と考えている－「身体の欠損または
欠如」としてとらえていることを意味する。もし
も完全な他者として朝鮮人やアイヌ人、台湾人な
どを見ているのなら、その差別も若干マシなもの
になっていたはずだからだ。二〇一六年に日本社
会を賑わした蓮舫衆議院議員の二重国籍問題など
も、旧外地出身者を日本の「影響、指導、教育」
下に置くことを無意識的・潜在的に当然視してい
るがゆえの騒動にほかならない。要するに蓮舫代
議士は「日本人未満」として見られているのであ
る。
このような日本の状況をどこまで伝えられるか
は難しいところであるが、私はゲストスピーカー
として在日朝鮮人問題を語った。そこで次章で私
の講義内容を公開しよう。
2．授業レジュメ
二〇一九年五月二三日（木曜日）午前八時一〇
分～一〇時まで、淡江大学での授業でのレジュメ
を提示する。学部生の授業であるため、できるだ
け平易なことばを選んだ。図なども挿入したが字
数の関係で省き、内容も一部改変している。
2.1 レジュメのはじめに
僕は日本の東京で生まれました。お父さんもお
母さんも韓国籍でしたが、東京にはあまり朝鮮系
のひとが住んでいなかったので、名前は「宮本」
という日本風の名前を使っていました。これを
「通名」といい、本名と対等なものと認識されま
す。たとえば、株式の購入や会社の登記、不動産
売買などで通名を使っても「偽名」にはあたらな
いのです。
2.2 済州島という特別な場所
おいおい話していきますが、僕の本籍地は済州
島という島です。台湾語と華語（北京語）が違う
ように、韓国の標準語（ソウルの言葉）と済州島
の言葉は違います。
済州島はまた、日本からの植民地統治のあと
に、陸地（本土）から排他的なあつかいを受けま
した。済州島 4・3事件（1948年 4月 3日）とい
う悲しい事件がありました。だから済州島から日
本に脱出するひとは多くいました。済州島人は大
阪の生野区というところに集まって住み、いまは
コリアタウンなどといわれていますが、もともと
はけっこう悲しい歴史があるのですよ。このよう
に、言語的にもちょっと違う離れ小島の文化圏と
いう意味で、「韓国の沖縄」などといわれたりし
ています。
2.3 僕の両親がどこで生まれたか？
僕のお父さんは、済州島で生まれ、その後少年
時代に日本にやってきました。お母さんはさっき
見た大阪で生まれています。だから、厳密にいう
と三世ではなく二・五世になります。ふたりがど
こでであったかは知りません。ただお母さんは商
売をして、自力で生きていくタイプでしたが、文
字の読み書きができませんでした。日本語も朝鮮
語もしゃべれるけど読めないのです。これは済州
島の出身者にはけっしてめずらしいことではあり
ません。またお父さんはいわゆるインテリ（？）
でしたが、生活力はまったくなく、文字の読めな
い、書けないお母さんの代わりにお父さんは帳簿
を付けたりしていました。じつは、僕が生まれた
ときは、両親は東京で喫茶店を経営していたので
すが、のちに焼き肉屋へと商売を変えています。
喫茶店では生活できなかったみたいです。
2.4 僕が受けた教育
日本には朝鮮学校という学校があり、僕が子ど
もの頃はまだ北朝鮮と関係の深いこの学校に通う
ひとが多くいました。東京は人口が多いから、在
日朝鮮人はほとんどがバラバラに住んでいまし
た。だから大阪ほどの規模で朝鮮系の人たちが住
んでいる街はなかったのです。
さて、北朝鮮ということばが出て来ました。第
二次世界大戦で日本が負けたあと、朝鮮半島はソ
ビエト連邦によって占領された北半分と、米軍に
よって占領された南半分に分断されました。そし
てそれ以前から日本国内に住んでいるひとたち
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も、日本に生活基盤ができてしまっているいわゆ
る「自由移民」だったため、祖国に帰るというこ
とを考えるひとは相当なインテリだけでした。い
わゆる「強制連行」という問題もありますが、こ
ういうひどい形で連れてこられたひとはほとんど
が帰国したか、あるいは強制労働で死んでしまっ
ているかが多く、強制連行されたひとやその子孫
などにあったことはほとんどありません。
日本国は旧支配地である朝鮮出身者から日本国
籍を剥奪し、外国人登録ということを法的にさせ
ることになります。僕のお父さんとお母さんも戦
前から住んでいたので、これをスムーズにするこ
とができましたが、日本国は北朝鮮とも大韓民国
とも国交がなかったので、僕たちはほとんどが
「朝鮮出身者」という記号だけが与えられ、国籍
は持っていませんでした。要するに無国籍に近い
のです。この辺の事情は台湾とも重なる部分が多
いのでわかってもらえるでしょうか。
そして朝鮮戦争を経て、在日朝鮮人社会にとっ
て韓国はアメリカの傀儡国家というとても悪いイ
メージがついてまわりました。それに対して北朝
鮮は、「民族の英雄」金日成が運営する立派な国
という宣伝が在日朝鮮人のなかで信じられてお
り、多くのひとが朝鮮総連と呼ばれる北朝鮮とか
なり近い組織に所属しました。でも、さっきの済
州島の話でもわかります通り、日本に住んでいる
朝鮮系のひとはほとんどが南部出身で、北半分は
故郷でもなく、ましてや済州島からするとことば
も風習も気候も全然違う国でしかありません。で
も朝鮮総連は北朝鮮へと在日朝鮮人を「帰国」さ
せる運動を起こします。
僕たち東京の在日朝鮮人は、とくに大阪や福岡
や神戸などといった街と違い、朝鮮系のひとがバ
ラバラに住んでいるため、多くのひとは普通の日
本の学校に通い、普通の通名を使って「日本人」
として教育を受けたのです。僕もそのひとりで、
自分が朝鮮人だなんて考えたこともありませんで
した。なんとなく自分の家が「普通の日本人」で
はないという気はしていましたが、まさか自分が
「外国人」だなんて考えたこともなかったのです。
まだ小中学校の頃ですからね。
僕が生まれたのは 1969年。当時は大学紛争と
呼ばれる学生運動が盛んで、社会主義、共産主義
に共鳴する学生が多くいました。このような「時
代の雰囲気」が、韓国＝アメリカに追従する悪い
イメージ、北朝鮮＝「民族」のちからで社会主義
を推し進めるいい国という図式をつくったのかも
知れません。そして、一部の朝鮮系のひとたちは
朝鮮学校に通い、日本にある唯一の「日本人には
門を開かない・在日朝鮮人にしか門を開かない大
学＝朝鮮大学」まで維持できたのでしょう。
しかし、朝鮮系のひとだってみんなが北朝鮮に
帰るなんてことはありません。なにしろ生活基盤
は日本にあるのだし、北朝鮮に先に帰国した親族
から「来ちゃダメだ」というメッセージが「墨ぬ
りされた手紙」や「半分破棄された手紙」から読
み取れたからです。そしてイメージこそ悪かった
けれど大韓民国と日本は 1965年に「日韓基本条
約」を結び、韓国籍を取得することができるよう
になりました。それまでは「朝鮮出身者」という
記号でしかなかったため、海外に旅行に行くのは
かなり面倒だったようです。僕のお父さんはこの
とき、韓国籍を選択しました。写真と身分証（日
本政府が発行した外国人登録証）を持っていけば
すぐに韓国籍が回復できたといいます。だから僕
は生まれながらにして「韓国人」だったのです。
2.5 僕が自分を外国人だと知った日
とはいえ、僕は自分が日本人であることを疑っ
ていませんでした。なにしろ家でも外でも「宮本
建志」という普通の名前の人間だし、お母さんは
仕事が忙しく料理などは下手だったので、毎日コ
ロッケや餃子を買ってきて、ご飯と味噌汁ですご
していました。でもたまにキムチがでました。日
本では当時（1970年代まで）キムチのことを
「朝鮮漬け」と呼んでいましたので、「なんでたま
に朝鮮漬けがでるのだろう」とは思っていまし
た。
さて、そんな僕も、自分が朝鮮人だということ
を知ってしまいます。それは衝撃的な事件がきっ
かけでした。1979年 10月に大韓民国の事実上の
永久大統領だった朴正熙が暗殺されたのです。そ
の時の僕の家の雰囲気は異常でした。お父さんも
お母さんもテレビに釘付けになっていたのです。
日本でもお昼の情報番組や NHK のニュースな
ど、複数の報道番組で韓国大統領暗殺事件をあつ
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かっていましたが、普通の家なら「韓国、大変だ
ね」とか、場合によっては「やっぱり韓国は暗い
国だ」という印象を家族で少し話す程度でしょ
う。でも僕の家は違ったのです。それこそ両親、
とくに身体を使った仕事をしていないお父さんは
ヒマなので、ずっとテレビを見続け、NHK で報
道が終わったら、ほかのチャンネルにきりかえ
て、韓国がどうなるのかをずっと心配していたの
です。あまりに異常だったから、僕はお父さんに
ききました。「なんでとなりの国の人が殺された
ぐらいでそんなに気になるの？」と。そしてその
時、お父さんは僕の方を向いてこういったので
す。「韓国は隣の国じゃない。お父さんとお母さ
んの国だ。だから建志、建志の国なんだよ」。そ
のことばに、かなり衝撃を受けたことをおぼえて
います。
2.6 なんで「宮本」だったのか。なんで通名を使
うのか
在日朝鮮人の通名は、いいかげんにつけるもの
ではありません。各姓の宗親会でみんないっしょ
につくりました。1930年代末の「創氏改名」が
そのルーツです。台湾も「改姓名」が台湾総督府
で行われたので、これは理解しやすいと思いま
す。そしてその名前をいまも大事に使っていま
す。「大事に」といいましたが、けっして望まし
い「大事さ」ではありません。たとえば、朝鮮人
にはものを売らないという店がまだ商店街にはあ
りましたし、できれば朝鮮人であることを隠して
おきたい、そうしないと生活ができないという切
実な思いから「大事に」しているのです。
僕の通名である「宮本」は全州李氏宗親会で使
っているものです。ただし全州李氏は人数が多い
ので、各「派」によって違った名前を使っている
ようです。全州李氏の通名は「宮本」と「国本」
が多いです。そして本名が発覚して差別されない
ように、とてもビクビクしながら生きてきまし
た。もちろん個人差はありますが。
僕は大学に進学する際に、名前を本名に変えま
した。その過程もけっして簡単なものではありま
せんが、ここから先は難しいので、少し省略しま
すね。
2.7 何語を使うのか
これはもうわかっていただけるでしょう。日本
語です。なにしろ自分が日本人だと疑ってないの
ですから。そして、ある日突然に朝鮮語ができる
ようになるわけもなく、当然朝鮮語は学習してお
ぼえました。僕が大学に通っていた時代、まだ大
学の第二外国語で朝鮮語が選択できる状態ではな
く、任意の外国語というあつかいが多かったで
す。だから僕は、朝鮮語のテキストを買ってき
て、とりあえず読めるようになろうと思いまし
た。漢字でできている華語よりもなじみは薄く、
でもひとりでやるしかなかったのです。「任意の
外国語」であるため、レベルが低く、参加してみ
たら独学でマスターした僕の方がレベルが高く、
クラスで教えてもらうことが自分にとってプラス
にならなかったからです。
当然のように、韓国で勉強しようと思いはじめ
ました。でも当時は韓国での語学学校は数も少な
く、お金の問題以前に「順番待ち」という状況が
続いており、どうしようかと思っておりました。
卒業論文は 1890年代の韓国の宗教問題をあつか
い、韓国語の文献を読みあさっていたので、読む
のは自信がありました。でもしゃべれない。これ
はなんとか解決しなければならないと思い、大学
院で韓国に行くかどうしようかと悩みましたが、
東京の大学院で朝鮮関係の研究できそうな国立大
学を受けたら全部合格してしまい、ほとんど日本
人化しているお父さんは「日本の大学院に行け」
といってきたのです。
ただし、日本の大学院の場合、朝鮮の研究をし
ようとすると「歴史」が多く、しかもほとんどが
近代史。それは「日本に朝鮮がああされた、こう
された。従軍慰安婦問題だ、徴用工問題だ」とか
いう、暗い話ばっかりで（もちろん意味ある仕事
です）、僕としてはあんまり魅力を感じなかった
ので、宗教から文化、そして文化といえば「文
学」だと思い、1930年代の韓国文学を勉強する
ことにしたのです。論文や新聞と違って、文学作
品は表現レベルが高く、それを読むのが会話力を
向上させるとてもいい機会だと思ったのです。大
学院に入ってからやることを決めるというのもの
んきな話ですね。
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2.8 留学してイジメにあう
修士論文を書いたあと、僕は博士課程に進学
し、かつ奨学金を取って韓国に留学しました。結
論から先にいうと、韓国では在日朝鮮人について
の理解はほとんどなく、在日はほぼ日本人と同じ
あつかいです。そして韓国の大学院で「韓国近代
文学」を専攻したのですが、やっぱり「日本は韓
国にああした、こうした」などとしょっちゅうい
われ、正直いってあんまり気分のいいものではあ
りませんでした。とくに在日朝鮮人と在米韓国人
は比較され、「在米韓国人は韓国語ができるのに、
在日は満足に韓国語もできない」といわれまし
た。在米韓国人すなわちアメリカに暮らす韓国人
は、おおむね 70年代後半から 80年代に移民した
ひとたちなのだから韓国語はネイティブです。で
きて当然なのですが。
もちろんひとによるとは思いますが、韓国でも
在米韓国人は好きだけど在日韓国人は嫌いだとは
っきりいわれたことは数え切れないほどですし、
ひどいときには韓国の国営放送 KBS で「日本は
在日韓国人を差別している」という報道をきい
て、僕のもとを訪れ、「なんでお前たち日本人は
韓国人を差別するんだ」と嫌味をいわれたことさ
え一度や二度ではありません。冗談みたいな話で
すがほんとうです。こんなことをいうひとが普通
の会社員だったらまだ我慢できるのですが、有名
大学の大学院で研究しているインテリの卵がこう
いう状態なので、とても辛かったのをおぼえてい
ます。
もちろん韓国では得難い経験もしています。向
こうで僕がことばをきちんとおぼえられたのも、
とても知的で公平な友だちに恵まれたからです。
その意味では、今でも感謝しています。しかし、
韓国でつきあっていた女の子とは結婚はできませ
んでした。女の子の家が大の反日一家で僕のよう
な「日本人（まがい）」と結婚などとんでもない
というのです。彼女は日本語ができませんでした
ので、当然全ての会話が韓国語でした。おかげで
ずいぶん楽しく韓国語をおぼえることができまし
たし、できれば韓国で日本語教員としてずっと生
きていきたいと思っていました。しかし、僕が留
学していた 1990年代後半の韓国の大学では、「外
国人教員を増やす」ことが求められており、僕の
ような韓国籍者より日本国籍者を優先する時代で
した。それまでに韓国の大学に日本語講師として
就職していたひとはいたし、今世紀に入ってから
はまた緩和しているのですが、当時は「日本に一
回帰化してから日本人として挑戦してください」
といわれたこともあります。けっきょく僕は、日
本の大学から呼ばれ、日本に帰ることになりまし
た。全体で 4年半の留学でした。
2.9 おわりに
僕は京都にあるノートルダム女子大というとこ
ろに勤めることになり、そこで出会ったのが今の
奥さんです。ただし親族からは日本人と結婚する
ことを非常に嫌がられ、奥さんの実家でも僕との
結婚に反対され、ついにふたりとも親族との関係
が切れてしまいました。
韓国を祖国といえるかどうか微妙ですが、韓国
はやはり僕の思い出のつまった場所で、できるだ
け多く韓国に行こうと思っております。韓国も北
朝鮮も、在日朝鮮人に対する理解はそれほど深く
ありませんが、自分の命の根っ子がある済州島だ
けは、胸をはって自分の故郷だといえます。実
際、済州島には 45万人しか住んでおらず、日本
にいる済州島人は 17万人前後いますので、ほと
んどの済州島人は日本に親類がおり、済州島で在
日朝鮮人差別をされたという話はききません。そ
れだけ、在日が身近なのでしょう。思えば、もし
も済州島の大学に留学していれば全く違った
「今」があるかも知れません。でもあんまり甘え
てもいけませんよね。ソウルでぶつかったその苦
労、その悔しさは、今僕の中できちんと生きてい
ると思っております。
ご清聴ありがとうございました。
3．日本による台湾の「経験の亀裂の横領」
－「おわりに」にかえて
まず授業レジュメで、日本の植民地支配を研究
することを「暗い話」としているが、これは学部
生を相手にしていることを考慮し、あえてわかり
やすいことばを使っただけだ。これを私のことば
で再定義すれば「日本的オリエンタリズム」の下
地である日韓の「二項対立関係」を維持する結果
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となっていること－日本が韓国に向けた「影響、
指導、教育」せんとする視線と、それを補完して
しまっている韓国の対立的言説の共犯関係を意味
する。二〇歳ぐらいからこれを居心地が悪いと思
い続けているのが私の研究人生なのである。その
上で台湾と日本の関係について考えてみたい。そ
して台湾と韓国の関係について考察したい。これ
が今回の留学の大きなテーマだ。私は門外漢で台
湾について語れる立場にはないが、今の印象では
台湾は韓国と同じく「日本のオリエンタリズム」
の視線を充分に感じているように思う。それでい
て日本に対して韓国がするような共犯関係を避け
ているのではないか。それが国民党による再侵略
を受けた台湾の複雑な経緯と無縁とは思えない。
その上で共犯関係を避け、あえて二項対立的な構
図をズラしているのではないかと思う。だとすれ
ば台湾は韓国をどのように見ているのか。これら
は今回の留学を通じて順次考えてみたい。
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Why are Zainichi­Koreans in Japan?:
A Lecture on Zainichi­Koreans at TamKang University
ABSTRACT
As a guest speaker at TamKang University on May 23, 2019, I presented my
opinions on the Korean Japanese or “Zainichi­Koreans”. I wrote some papers in Japa­
nese for the University students and told them about my personal history in simple
terms: my place of birth, my nationality, and whether my family spoke Korean or Japa­
nese language in our daily lives. I asked them whether I had Japanese or Korean na­
tionality, or dual nationality. I explained the Korean­Japanese issue easily and clearly
because it was not easy for them to understand it. Since Korean Japanese people are in
a unique position not only in Japan but also in Korea. Korean Japanese made me as­
sume that the students would not understand this issue immediately. At the end of the
class, I became aware of a problem: Japanese statesmen and business leaders usually
say that the Koreans are aggressive but the Taiwanese are friendly. I feel bad to hear
this opinion. The political issues between Japan and Korea are different from the one
between Japan and Taiwan. I am studying this problem and will convey my opinion to
readers in this paper.
Key Words: Korean Japanese, Orientalism in Japan, Taiwan
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